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『
桜
川
』
注
釈
（
二
）

吉
田

健
一
・
松
本

麻
子

キ
ー
ワ
ー
ド
＝
『
桜
川
』、
俳
諧
、
風
虎
、
磐
城
、
北
村
季
吟

は
じ
め
に

磐
城
平
藩
藩
主
内
藤
義
概
（
風
虎
）
が
、
松
山
玖
也
に
命
じ
て
編
纂
さ
せ
た
俳
諧
発

句
集
『
桜
川
』
の
注
釈
を
掲
載
す
る
。
本
稿
は
前
号
に
続
い
て
（
二
）
と
し
て
五
一
～

一
〇
〇
句
の
注
釈
を
行
っ
た
。
底
本
に
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
桜
川

上
下
巻
』

（
加
藤
定
彦
解
説
、
一
九
八
五
年
、
勉
誠
社
）
を
用
い
た
。
翻
刻
に
あ
た
り
、
底
本
の

旧
漢
字
、
異
体
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
底
本
で
仮
名
書
き
と
な
っ
て
い
る
言
葉

の
一
部
を
漢
字
に
改
め
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
表
記
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
し
、
踊
り

字
を
平
仮
名
に
改
め
、
濁
点
の
な
い
も
の
は
濁
点
を
施
し
た
。
こ
れ
ら
を
底
本
ど
お
り

に
復
元
で
き
る
よ
う
、
本
文
に
振
り
仮
名
で
示
し
た
。
ま
た
、
底
本
の
難
読
字
に
は
括

弧
付
き
で
振
り
仮
名
を
付
け
た
。
同
様
に
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
表
記
に
つ
い

て
も
、
括
弧
付
き
で
通
常
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
る
表
記
を
示
し
た
。
各
句
に
は
連

番
で
番
号
を
付
し
た
。

引
用
し
た
和
歌
と
歌
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
、
『
私
家
集
大
成
』
に
よ
る
。
引

用
し
た
俳
諧
の
句
番
号
は
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
本
文
学
Ｗ
ｅ

ｂ
図
書
館
」
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
付
し
た
。
引
用
文
献
に
お
い
て
も
、
一

部
平
仮
名
を
漢
字
に
改
め
、
踊
り
字
を
平
仮
名
に
し
、
濁
点
を
補
い
、
漢
詩
文
に
は
訓

点
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
句
は
す
べ
て
新
春
の
句
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
季
語
に
つ
い
て
は
特
に
指
摘
し
な
か
っ
た
。
〔
作
者
〕
欄
の
作
者
名
及
び
作
者
略

歴
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
掲
載
さ
れ
た
者
は
省
略
し
、
初
出
の
者
に
つ
い
て
の
み
記
し

た
。
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
桜
川

下
巻
』
巻
末
の
「
作
者
索
引
」
、
角
川
書
店
『
俳

文
学
大
辞
典
』
、
『
誹
家
大
系
図

古
風
談
林
正
風
』
（
雲
英
末
雄
編
、
一
九
九
七
年
、

青
裳
堂
書
店
、
『
誹
家
大
系
図
』
は
大
系
図
と
略
）
、『
寛
文
比
誹
諧
宗
匠
并

素

人

名
誉
人
』
（
野

間
光
辰
、
「
連
歌
誹
諧
研
究
」
十
七
、
一
九
五
八
年
十
二
月
、
名
誉
人
と
略
）
他
を
参

照
し
た
。
ま
た
、
『
桜
川
』
に
入
集
す
る
句
数
を
挙
げ
た
。
句
集
『
桜
川
』
に
つ
い
て

は
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
桜
川

下
巻
』
の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
の
注
釈
は

吉
田
が
担
当
し
、
松
本
が
最
終
的
な
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
。

〈
桜
川
・
春
一
〉

明
け
て
け
さ
春
や
た
つ
み
の
あ
か
り
窓

・

51

佐
野
廣
重

〔
句
意
〕
夜
が
明
け
て
今
朝
、
立
春
を
迎
え
ま
し
た
。
春
が
「
立
つ
」
よ
う
に
、
辰
巳

に
あ
る
明
り
窓
か
ら
日
が
差
し
込
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
明
け
て
け
さ

「
夜
が
明
け
て
今
朝
は
」
の
意
。
句
例
に
「
明
け
て
け
さ

天
下
の
春
や
日
の
御
門
」
（
延
宝
二
年
〈
一
六
七
四
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
七
二
二
・
定

親
）
が
あ
る
。
「
明
け
て
」
は
「
開
け
て
」
を
掛
け
、
「
あ
か
り
窓
」
の
縁
語
と
も
な

る
。
◇
た
つ
み

「
た
つ
」
は
「
春
立
つ
」
の
「
立
つ
」
と
「
辰
巳
」
の
「
辰
」
を
掛

け
る
。
辰
巳
は
南
東
の
意
。
句
例
は
「
声
や
今
朝
た
つ
み
あ
が
り
の

謡

初
」
（
寛
永

う
た
ひ
ぞ
め

一
八
年
〈
一
六
四
一
〉
歳
旦
発
句
集
・
三
七
六
・
常
知
）
、
「
去
年
は
た
つ
み
の
く
つ

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
二
）
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い
わ
き
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星
大
学
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学
院
人
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学
研
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科
紀
要

第
十
四
号

ろ
ぎ
や
宿
の
春
」
（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
二
七
六
・
宗
雅
）
な
ど
多
数
あ
る
。
◇

あ
か
り
窓

採
光
を
目
的
と
し
た
窓
。
あ
か
り
と
り
。
句
例
に
「
月
の
鏡
家
に
い
れ
け

り
あ
か
り
窓
」
（
続
山
井
・
四
一
二
七
・
可
云
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
佐
野
広
重
（
陸
奥
・
岩
城
）

一
七
句
。

礼
帳
や
起
き
て
数
ふ
る
今
朝
の
春

・

か
ぞ

け

さ

52

岡
田
歩
滞

〔
句
意
〕
礼
帳
に
書
か
れ
た
年
賀
客
の
名
を
起
き
て
数
え
て
い
る
、
新
春
の
朝
で
あ
る

こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
礼
帳

年
賀
客
が
署
名
す
る
帳
面
。
元
旦
か
ら
三
日
間
、
玄
関
に
記
帳
台

を
据
え
て
筆
硯
と
と
も
に
置
い
た
。
句
例
に
「
礼
帳
は
今
朝
右
筆
の
吉
書
か
な
」
（
貞

徳
誹
諧
記
・
五
四
〇
・
之
数
）
が
あ
る
。
◇
起
き
て
数
ふ
る

同
じ
言
い
回
し
の
和
歌

の
例
に
「
伏
し
て
思
ひ
起
き
て
数
ふ
る
よ
ろ
づ
代
は
神
ぞ
知
る
ら
む
わ
が
君
の
た
め
」

（
古
今
集
・
賀
歌
・
三
五
四
・
素
性
）
が
あ
る
。
君
の
御
代
の
長
か
ら
ん
こ
と
を
願
う

古
今
集
歌
に
対
し
て
、
礼
帳
に
書
か
れ
た
年
始
客
の
数
を
朝
起
き
出
し
て
真
っ
先
に
数

え
る
点
に
お
か
し
み
が
あ
る
。
◇
今
朝
の
春

新
春
の
意
。
句
例
は
「
今
朝
の
春
は
鸚

鵡
が
へ
し
か
酉
の
年
」
（
犬
子
集
・
三
四
・
正
章
）
、
「
何
の
か
の
と
身
祝
ひ
を
す
る
今

朝
の
春
」（
崑
山
集
・
七
九
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
岡
田
歩
滞
（
国
不
知
）

一
句
。

元
日
子
日
な
り
け
れ
ば

子
に
ふ
し
て
子
に
も
起
く
る
や
今
朝
の
春

・

53

那
波
不
觚

〔
句
意
〕
元
日
が
子
の
日
な
の
で
、
子
の
刻
に
寝
た
け
れ
ど
、
子
の
日
に
起
き
る
今
年

の
元
日
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
子

前
書
き
と
の
関
係
で
、
二
つ
の
「
子
」
は
い
ず
れ
も
「
ね
」
と
読

む
。
大
晦
日
の
子
（
午
後
一
一
時
～
午
前
一
時
）
の
間
に
休
ん
だ
け
れ
ど
、
不
思
議
な

こ
と
に
ま
た
子
（
の
日
）
に
な
っ
て
か
ら
起
き
た
と
い
う
句
。
「
老
人
や
子
に
伏
し
寅

に
置
き
火
燵
」
（
時
勢
粧
・
一
四
六
九
・
斎
藤
親
盛
）
◇
ふ
し
て
…
起
く
る
や

「
ふ

し
て
」
と
「
起
く
」
を
結
ん
だ
和
歌
に
、
「
伏
し
て
思
ひ
起
き
て
数
ふ
る
よ
ろ
づ
代
は

神
ぞ
知
る
ら
む
わ
が
君
の
た
め
」
（
古
今
集
・
賀
歌
・
三
五
四
・
素
性
）
が
あ
る
。
句

例
と
し
て
は
「
伏
し
て
思
ひ
起
き
て
か
ろ
ひ
や
竹
の
雪
（
崑
山
集
・
七
一
〇
七
・
吉

治
、
ほ
ぼ
同
じ
句
が
『
貞
徳
誹
諧
記
』
七
二
五
に
光
弘
の
句
と
し
て
見
え
る
）
、
「
伏

し
て
思
ひ
起
き
て
忘
れ
ず
い
と
し
が
り
」
（
時
勢
粧
・
四
四
三
四
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
那
波
不
觚
（
山
城
・
京
）

二
句
。

楽
に
寝
て
閑
に
起
く
る
ぞ
今
朝
の
春

ね

・

け

さ

54

宮
川
弘
永

〔
句
意
〕
ゆ
っ
た
り
と
寝
て
、
の
ど
か
に
起
き
る
こ
と
で
す
、
今
年
の
新
春
は
。

〔
解
釈
〕
◇
楽
に

ゆ
っ
た
り
と
苦
も
無
く
の
意
。
本
句
と
趣
向
の
類
似
し
た
句
例
に

「
楽
に
寝
て
楽
に
起
き
た
り
今
朝
の
春
」
（
寛
文
八
年
〈
一
六
六
八
〉
・
歳
旦
発
句
集

・
一
二
四
三
・
道
寸
）
が
あ
る
。
「
万
民
の
寝
覚
め
も
楽
や
今
朝
の
春
」
（
年
代
不
知

歳
旦
発
句
集
・
二
六
九
・
倫
員
）
な
ど
の
よ
う
に
、
新
春
を
「
楽
」
に
迎
え
る
と
詠
む

例
が
あ
る
。
◇
閑
に

の
ど
か
に
。
ゆ
っ
た
り
と
し
て
の
ど
か
な
様
子
。
「
を
ん
候
か

天
地
長
閑
き
今
朝
の
春
」
（
正
保
三
年
〈
一
六
四
六
〉
・
歳
旦
発
句
集
・
四
五
二
・
立

の

ど

け

圃
）。

〔
作
者
〕
宮
川
弘
永
（
摂
津
・
大
坂
）

二
句
。

物
ま
う
や
寝
ぬ
に
目
ざ
ま
す
今
朝
の
春

け

さ

55

関
口
正
武

〔
句
意
〕
年
始
客
の
ご
め
ん
く
だ
さ
い
の
声
が
、
寝
て
は
い
な
い
が
目
を
覚
め
さ
せ
る

よ
う
に
響
く
、
新
春
で
あ
る
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
物
ま
う
や

「
物
申
す
」
の
略
。
ご
め
ん
く
だ
さ
い
の
意
。
主
に
男
性
が

ま
う

用
い
た
。
句
例
は
「
物
ま
う
は
ど
れ
か
ら
来
る
ぞ
今
日
の
春
」
（
犬
子
集
・
三
七
・
重

頼
）
な
ど
多
数
あ
る
。
◇
寝
ぬ
に
目
ざ
ま
す

寝
て
は
い
な
い
が
、
目
を
覚
ま
さ
せ
る

よ
う
な
声
の
意
。
和
歌
の
例
に
「
ま
こ
も
か
る
美
津
の
み
ま
き
の
夕
ま
ぐ
れ
寝
ぬ
に
目
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ざ
ま
す
時
鳥
か
な
」
（
さ
さ
め
ご
と
・
八
四
・
慈
円
、
三
体
和
歌
に
所
収
「
寝
ぬ
に
目

ざ
む
る
」
）
が
あ
る
。
こ
れ
を
本
歌
と
し
て
、
「
時
鳥
」
で
は
な
く
新
年
の
「
物
ま

う
」
の
声
が
目
を
覚
ま
さ
せ
る
よ
う
に
響
き
渡
る
と
詠
ん
だ
。
句
例
と
し
て
は
「
ひ
ら

き
て
は
寝
ぬ
に
目
覚
ま
す
眼
皮
か
な
」
（
境
海
草
・
二
九
五
・
季
吟
）
な
ど
が
あ
る
。

が

ん

ぴ

〔
作
者
〕
関
口
正
武
（
摂
津
・
大
坂
）

六
句
。

ひ
と
と
せ
や
夜
部
の
一
時
け
さ
の
春

ゝ

56

山
本
西
部

〔
句
意
〕
昨
年
は
夜
の
間
の
短
い
間
に
過
ぎ
、
今
朝
の
立
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
ひ
と
と
せ
…
一
時

「
一
時
」
は
短
い
間
。
『
古
今
集
』
「
ふ
る
と
し
に

春
た
ち
け
る
日
よ
め
る
／
と
し
の
う
ち
に
春
は
来
に
け
り
ひ
と
と
せ
を
去
年
と
や
い
は

む
今
年
と
や
い
は
む
」
（
春
歌
上
・
一
・
在
原
元
方
）
の
歌
例
を
参
考
に
、
昨
年
は
夜

の
間
の
一
時
だ
け
で
、
今
朝
は
も
う
立
春
を
迎
え
た
、
の
意
か
。
「
ひ
と
と
せ
」
と

「
ひ
と
と
き
」
が
似
た
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
言
葉
遊
び
。
「
ひ
と
と
せ
」
と
「
一

時
」
を
結
ん
だ
和
歌
の
例
に
「
ひ
と
と
せ
に
た
だ
一
時
の
春
に
だ
に
な
ほ
咲
き
た
え
ぬ

花
ぞ
か
な
し
き
」
（
伏
見
院
御
集
・
三
〇
九
）
が
あ
る
。
◇
夜
部

「
よ
べ
」
と
読

み
、
夜
の
意
。
句
例
に
「
昼
寝
も
や
夜
部
見
し
月
の
舟
心
」
（
時
装
粧
・
一
三
九
一
・

松
本
惟
庸
）
、
「
節
分
は
夜
部
の
な
ん
時
今
朝
の
春
」
（
延
宝
二
年
〈
一
六
七
四
〉
歳
旦

発
句
集
・
一
七
四
〇
・
貞
竹
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
山
本
西
武
（
山
城
・
京
）

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
～
天
和
二
年
（
一

六
八
二
）
か
。
本
名
西
武
。
通
称
綿
屋
九
郎
左
衛
門
、
別
号
は
無
外
軒
・
風
外
軒
・
無

に
し
た
け

外
斎
。
貞
徳
門
。
三
句
。

宵
の
年
や
か
ね
て
し
る
し
も
今
朝
の
春

と
し

け

さ

57

今
村
盛
信

〔
句
意
〕
大
晦
日
が
過
ぎ
、
か
ね
て
は
っ
き
り
し
て
い
た
通
り
に
新
年
を
迎
え
ま
し

た
。

〔
解
釈
〕
◇
宵
の
年

大
晦
日
の
夜
の
こ
と
。
句
例
に
「
宵
の
年
の
舞
は
三
番
能
二

番
」
（
新
増
犬
筑
波
集
・
六
・
長
頭
丸
）
、
「
宵
の
年
や
た
つ
た
一
夜
で
花
の
春
」
（
寛

文
十
一
年
〈
一
六
七
一
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
五
二
六
・
青
嶂
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
か
ね

て
し
る
し
も

前
も
っ
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
意
。
和
歌
の
例
に
「
わ
が
背
子
が
来

べ
き
宵
な
り
さ
さ
が
に
の
蜘
蛛
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も
」
（
古
今
集
・
墨
滅
歌

・
一
一
一
〇
・
衣
通
姫
）
が
あ
る
。
衣
に
着
い
た
蜘
蛛
の
ふ
る
ま
い
か
ら
待
ち
人
が
今

宵
来
る
の
は
明
ら
か
だ
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
が
本
歌
で
あ
ろ
う
。
恋
人
が
来
る
は
ず

だ
と
詠
む
本
歌
に
対
し
て
、
新
春
が
か
ね
て
か
ら
の
兆
候
の
よ
う
に
や
っ
て
来
た
と
し

た
。
こ
の
歌
を
本
歌
と
す
る
句
に
「
ふ
る
前
や
兼
て
し
る
し
も
花
の
雨
」
（
誹
諧
独
吟

集
・
九
〇
九
・
安
静
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
今
村
盛
信
（
武
蔵
・
江
戸
）

一
句
。

去
年
や
何
と
物
と
す
る
ま
に
今
朝
の
春

け

さ

58

大
坂
住
常
省

〔
句
意
〕
過
ぎ
去
っ
た
年
を
「
何
と
な
く
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、
何
事
も
な

く
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
去
年

過
ぎ
去
っ
た
ば
か
り
の
前
年
を
振
り
返
っ
て
言
う
語
。
句
例
に

「
去
年
や
き
し
畠
の
雪
は
み
な
き
え
て
」
（
塵
塚
誹
諧
集
・
六
三
二
）
、
「
古
今
と
も
去

年
や
伝
受
の
三
ケ
日
」
（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
三
四
三
・
竹
友
）
な
ど
。
◇
何
と

物
と

「
何
と
な
く
物
ぞ
か
な
し
き
す
が
は
ら
や
伏
見
の
里
の
秋
の
夕
ぐ
れ
」
（
千
載

集
・
秋
歌
上
二
六
〇
・
源
俊
頼
）
の
歌
例
の
よ
う
に
、
「
何
と
な
く
物
…
」
と
表
現

し
、
何
と
な
く
哀
し
い
、
心
が
乱
れ
る
と
詠
む
歌
例
は
多
い
。
こ
こ
で
は
「
何
と
な
く

物
…
」
の
表
現
を
「
何
」
と
か
「
物
」
と
か
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、
と
し
た
も
の
か
。

わ
ず
か
な
句
例
に
「
さ
し
俯
い
て
し
ば
し
ゐ
に
け
り
／
何
と
物
と
口
も
と
に
あ
る
事
な

が
ら
（
調
泉
子
）
」
（
江
戸
広
小
路
・
七
九
六
／
七
九
七
）
。
「
何
と
物
」
は
「
何
と
も

な
し
」
を
掛
け
る
か
。

〔
作
者
〕
長
瀬
常
省
（
摂
津
・
大
坂
）

一
句
。
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い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
四
号

寛
文
八
年
申
三
月
上
旬

鳥

既

に
注
進
す
る
や
今
朝
の
春

（
す
で
）

け

さ

59

小
西
似
春

〔
句
意
〕
鳥
は
す
で
に
朝
を
告
げ
て
お
り
、
今
朝
の
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
八
年

一
六
六
八
年
。
戊
申
。
◇
鳥
既
に
注
進
す
る

「
鶯
／
鶏
既

に
鳴
い
て
忠
臣

旦

を
待
つ
、
鶯
い
ま
だ
出
で
ず
し
て
遺
賢
谷
に
在
り
」（
和
漢
朗
詠
集

あ
し
た

・
六
三
・
鳳
為
王
賦
）
に
拠
る
表
現
。
「
注
進
」
は
出
来
事
を
急
い
で
報
告
す
る
こ

と
。
句
例
に
「
高
名
を
軍

場
よ
り
も
注
進
し
」
（
新
増
犬
筑
波
集
・
一
四
三
〇
・
貞

い
く
さ
ば

徳
）
が
あ
る
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
忠
臣
」
を
、
朝
が
来
た
と
告
げ
る
「
注
進
」
と

取
り
な
し
た
も
の
。
鶏
は
す
で
に
朝
を
告
げ
て
お
り
、
今
朝
の
新
春
を
迎
え
た
、
と
詠

む
。

〔
備
考
〕
『
時
勢
粧
』
に
「
鳥
す
で
に
注
進
す
る
や
今
朝
の
春
」
（
一
五
四
四
）
同
一

句
が
載
る
。

〔
作
者
〕
小
西
似
春
（
山
城
・
京
）

六
〇
句
。

今
朝
や
人
の
目
た
つ
べ
か
ん
め
る
春
霞

は
る

60

検
校
重
都

〔
句
意
〕
元
日
の
今
朝
、
人
が
目
を
見
張
る
に
ち
が
い
な
い
春
霞
が
立
ち
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
今
朝
や
…
霞

「
今
朝
」
と
「
霞
」
を
結
ん
だ
句
に
「
今
朝
や
春
あ
つ
さ

り
さ
つ
と
一
霞
」
（
慶
安
二
年
〈
一
六
四
九
〉
歳
旦
発
句
集
・
五
二
二
・
季
吟
）
、
「
今

朝
ぞ
雲
居
霞
や
屠
蘇
の
酒
な
ら
ん
」
（
慶
安
二
年
〈
一
六
四
九
〉
歳
旦
発
句
集
・
八
四

七
・
令
徳
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
目
た
つ

よ
く
見
る
、
注
目
す
る
の
意
。
「
た
つ
」
は

「
春
立
つ
」
の
「
立
つ
」
を
掛
け
る
。
◇
べ
か
ん
め
る

推
量
の
助
動
詞
「
べ
し
」
の

連
体
形
と
推
量
の
助
動
詞
「
め
り
」
を
合
わ
せ
た
「
べ
か
る
め
り
」
の
連
体
形
。
「
…

に
違
い
な
い
よ
う
だ
」
の
意
。
句
例
は
「
皆
人
や
目
だ
つ
へ
瓶
の
柳
髪
」
（
続
山
井
・

か
め

一
七
九
八
・
退
歩
）
が
あ
る
程
度
で
、
和
歌
・
俳
諧
を
通
じ
て
用
例
は
こ
れ
以
外
に
見

出
せ
な
い
。

〔
作
者
〕
住
山
検
校
重
都
（
加
賀
・
大
聖
寺
）

二
句
。

寛
文
五
年
巳
五
月
下
旬

剃
り
た
て
や
今
朝
あ
ら
た
ま
の
春
の
色

そ

け

さ

61

早
川
正
治

〔
句
意
〕
き
れ
い
に
剃
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
頭
が
装
い
の
改
ま
っ
た
新
春
の
色
に
な

り
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
五
年

一
六
六
五
年
。
乙
巳
。
◇
剃
り
た
て

剃
っ
た
ば
か
り
で
あ

る
こ
と
。
正
月
を
前
に
頭
を
剃
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
句
例
に
「
剃
り
た
て
の
さ
か
や
き

見
ゆ
る
雲
晴
て
」
（
蛇
之
助
五
百
・
四
八
一
）
、
「
地
蔵
ぼ
さ
に
は
ほ
れ
け
も
ぞ
さ
す
／

剃
り
た
て
し
お
ぐ
し
に
あ
つ
く
綿
を
き
て
（
貞
室
）
」
（
玉
海
集
・
三
六
九
〇
／
九

一
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
あ
ら
た
ま
の

「
年
」
、
「
月
」
、
「
春
」
に
掛
か
る
枕
詞
。
ま

た
、
「
あ
ら
た
ま
」
と
「
新
頭
」
、
「
改
ま
る
」
を
掛
け
る
。
「
あ
ら
た
ま
」
と
「
春
の

色
」
を
結
ん
だ
和
歌
に
「
あ
ら
た
ま
の
年
の
千
と
せ
の
春
の
色
を
か
ね
て
み
か
き
の
花

に
見
る
か
な
」
（
新
拾
遺
集
・
賀
歌
・
六
八
八
・
藤
原
定
家
）
が
あ
る
。
な
お
、
「
あ

ら
た
ま
」
を
用
い
て
新
年
を
詠
む
歌
例
は
古
く
『
万
葉
集
』
に
「
あ
ら
た
ま
の
年
行
き

が
へ
り
春
立
た
ば
ま
づ
我
が
宿
に
鶯
は
鳴
け
」
（
巻
二
〇
・
四
四
九
〇
・
大
伴
家
持
）

が
あ
り
、
句
例
も
「
あ
ら
た
ま
の
年
の

頭

や
鳥

甲

」
（
犬
子
集
・
九
・
興
之
、
崑
山

か
し
ら

と
り
か
ぶ
と

集
に
同
一
句
）
、
「
祝
へ
今
朝
あ
ら
玉
た
ま
緒
の
く
す
り
酒
」
（
崑
山
集
・
一
三
三
・
吐

笑
）
な
ど
多
数
あ
る
。

〔
作
者
〕
早
川
正
治
（
摂
津
・
大
坂
）

二
句
。

今
朝
は
春
い
た
つ
て
青
し
雪
の
色

け

さ

62

盲
目
是
誰

〔
句
意
〕
新
春
が
あ
ま
ね
く
や
っ
て
来
て
、
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
春
に
ゆ
か
り
の
青
の

気
配
を
感
じ
さ
せ
、
雪
の
色
も
そ
う
見
え
る
ほ
ど
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
春
…
青

春
と
青
は
五
行
説
で
は
い
ず
れ
も
「
木
」
に
配
当
さ
れ
る
関
係

の
深
い
語
で
あ
る
。
両
者
が
出
て
く
る
句
例
に
「
来
る
春
の
色
も
や
青
き
丑
の
年
」

（
延
宝
元
年
〈
一
六
七
三
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
五
五
七
・
了
味
）
、
「
君
に
今
朝
青
き



( 67 )

吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
二
）

目
見
え
や
青
の
色
」
（
延
宝
二
年
〈
一
六
七
四
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
七
七
八
・
忠
幸
）

な
ど
が
あ
る
。
◇
い
た
つ
て
青
し

「
春
至
つ
て
」
と
「
い
た
つ
て
青
し
」
を
掛
け

る
。
「
至
り
て
」
に
は
、
「
余
す
と
こ
ろ
な
く
」
の
意
味
が
あ
る
の
で
、
「
春
至
つ
て
」

は
「
春
が
あ
た
り
一
面
残
す
こ
と
な
く
や
っ
て
来
て
」
、
「
い
た
つ
て
青
し
」
は
「
青

で
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
ほ
ど
に
青
い
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
句
例
は
後
代
の
も
の
に

「
難
波
方
い
た
つ
て
長
き
月
夜
哉
」
（
亀
世
・
六
三
）
が
あ
る
。
◇
青
し
…
雪
の
色

「
青
」
と
「
雪
」
を
結
ん
だ
歌
例
に
「
芳
野
山
み
ね
の
あ
さ
け
の
桜
花
松
の
葉
青
き
雪

か
と
ぞ
見
る
」
（
壬
二
集
・
二
〇
四
一
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
松
の
葉
を
青
い
雪
の
色

と
見
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
雪
そ
の
も
の
の
色
を
青
と
詠
ん
だ
例
は
、
和
歌
に
も
俳
諧

に
も
見
出
せ
な
い
。

〔
作
者
〕
盲
目
是
誰
（
讃
岐
・
高
松
）

二
句
。

春
や
け
さ
人
更
に
若
き
事
始
め・

63

小
西
似
春

〔
句
意
〕
新
春
を
迎
え
、
「
人
更
に
若
き
こ
と
な
し
」
の
詩
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時

を
惜
し
ん
で
事
始
め
を
し
て
い
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
人
更
に
若
き

『
和
漢
朗
詠
集
』
に
「
人
更
ね
て
少
き
こ
と
な
し
、
時

か
さ

わ
か

す
べ
か
ら
く
惜
し
む
べ
し
、
年
常
に
春
な
ら
ず
、
酒
を
空
し
く
す
る
こ
と
な
か
れ
」

（
四
七
・
小
野
篁
）
と
あ
り
、
本
句
は
こ
の
詩
句
に
拠
る
。
こ
の
詩
句
に
拠
る
俳
諧
の

例
に
「
人
更
に
げ
に
や
六
月
ほ
と
と
ぎ
す
」
（
句
兄
弟
・
四
三
・
宗
因
）
が
あ
る
。
◇

事
始
め

新
し
く
事
を
始
め
る
こ
と
。
新
年
の
事
始
め
。
句
例
は
「
正
月
や
ま
た
ば
来

ん
と
の
事
始
」
（
時
勢
粧
・
二
一
一
八
・
維
舟
）
、
「
立
年
や
あ
ら
か
じ
め
す
る
事
始

め
」
（
明
暦
二
年
〈
一
六
五
六
〉
歳
旦
発
句
集
・
七
一
四
・
賀
近
）
な
ど
多
数
あ
る
。

〔
作
者
〕
小
西
似
春
（
山
城
・
京
）

六
〇
句
。

霞
し
く
や
け
さ
東
君
の
八
重
畳

64

秋
田
住
少
蝶

〔
句
意
〕
霞
が
た
な
び
い
て
、
新
年
を
迎
え
た
今
朝
、
春
の
神
が
八
重
の
畳
の
よ
う
な

霞
の
上
に
お
座
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
霞
し
く

霞
が
、
敷
い
た
よ
う
に
立
ち
こ
め
る
こ
と
。
歌
例
に
「
霞
し
く

春
の
潮
路
を
見
渡
せ
ば
み
ど
り
を
わ
く
る
沖
つ
白
浪
」
（
千
載
集
・
春
歌
上
・
八
・
藤

原
兼
実
）
、
「
霞
し
く
今
朝
さ
へ
さ
ゆ
る
袂
か
な
雪
ふ
る
と
し
や
身
に
と
ま
る
ら
ん
」

（
六
百
番
歌
合
・
二
〇
・
藤
原
隆
信
）
な
ど
が
あ
る
。
俳
諧
に
は
「
霞
し
く
」
を
用
い

た
例
は
見
出
せ
な
い
。
◇
東
君

春
。
春
の
神
。
句
例
に
「
出
る
日
や
世
に
東
君
の

い
づ

お
年
玉
」
（
慶
安
元
年
〈
一
六
四
八
〉
歳
旦
発
句
集
・
四
九
一
・
空
存
、
ゆ
め
み
草
に

同
一
句
）
、
「
東
君
や
日
も
あ
ら
玉
の
光
君
」
（
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉
歳
旦
発
句
集

・
九
六
七
・
似
空
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
八
重
畳

八
重
に
敷
い
た
畳
。
万
葉
集
な
ど
に

少
数
の
用
例
が
見
え
る
も
の
の
、
和
歌
や
俳
諧
の
例
は
少
な
い
。
「
八
重
」
に
つ
い
て

は
、
『
古
事
記
』
の
「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
妻
籠
み
に
八
重
垣
作
る
そ
の
八
重
垣

を
」
以
来
、
多
数
の
用
例
が
あ
る
。
ま
た
、
「
八
重
霞
」
に
つ
い
て
も
、
「
難
波
潟
か

り
ふ
く
芦
の
八
重
霞
ひ
ま
こ
そ
な
け
れ
春
の
明
ぼ
の
」
（
新
後
撰
集
・
春
歌
上
・
三
五

・
藤
原
為
氏
）
や
「
思
ふ
中
や
垣
す
る
花
の
八
重
霞
」
（
犬
子
集
・
四
〇
八
・
重

頼
）
、
「
佐
保
姫
の
九
花
の
帳
か
八
重
霞
」
（
崑
山
集
・
五
四
六
）
な
ど
、
多
数
の
歌

例
、
句
例
が
あ
る

〔
作
者
〕
秋
田
住
少
蝶
（
出
羽
・
秋
田
）

平
賀
氏
常
福
院
、
出
羽
秋
田
野
代
住
人
、

桂
葉
息
立
圃
門
人
（
名
誉
人
）

一
句
。

君
か
代
に
出
し
竜
馬
か
今
日
の
春

け

ふ

65

北
村
季
重

〔
句
意
〕
あ
な
た
様
の
御
代
に
現
れ
た
竜
の
よ
う
な
馬
が
駆
け
る
新
春
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
君
が
代

あ
な
た
様
の
代
。
句
例
に
「
君
が
代
や
鳥
お
ど
ろ
か
ぬ
は
り

鼓
」
（
寛
文
元
年
〈
一
六
六
一
〉
歳
旦
発
句
集
・
八
五
五
・
良
保
）
、
「
と
ぎ
た
る
太
刀

ぞ
鞘
に
お
さ
む
る
／
君
が
代
に
文
を
作
る
は
あ
ら
め
で
た
（
維
舟
）
」
（
時
勢
粧
・
六

七
四
一
・
六
七
四
〇
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
竜
馬

竜
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
馬
。
読
み

は
「
り
う
め
」
か
。
句
例
は
「
雲
路
を
や
か
く
る
竜
馬
の
沓
代
鳥
」
（
玉
海
集
・
一
一
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一
九
・
宗
興
）
な
ど
、
少
数
の
例
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
「
竜
馬
か
け
ふ
」
は

「
竜
馬
か
今
日
」
と
「
駆
け
」
を
掛
け
る
か
。

〔
作
者
〕
北
村
季
重
（
山
城
・
京
）
。
本
名
は
湖
春
。
季
重
と
し
て
は
一
句
の
入
集
。

礼
を
も
つ
て
せ
ず
ん
ば
あ
ら
じ
今
日
の
春

66

井
出
正
倫

〔
句
意
〕
正
し
い
礼
儀
作
法
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
、
今
日
の
新
春
の
日

を
迎
え
た
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
礼
を
も
つ
て

『
論
語
』
に
は
為
政
第
二
の
「
之
を

道

く
に
徳
を
以
て

み
ち
び

し
、
之
を

齊

ふ
る
に
礼
を
以
て
す
れ
ば
、
恥
づ
る
有
り
て
且
つ
格
る
」
な
ど
、
「
礼

と
と
の

い
た

を
以
て
」
と
い
う
言
い
方
が
数
か
所
あ
る
。
本
句
は
論
語
の
慣
用
句
を
用
い
、
新
年
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
正
し
い
礼
儀
作
法
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
言
っ
た

も
の
か
。
「
礼
を
も
つ
て
」
と
い
う
言
い
回
し
は
、
歌
例
・
句
例
と
も
に
見
出
せ
な

い
。
◇
せ
ず
ん
ば
あ
ら
じ

し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
、
の
意
。
用
例
は
見
当
た
ら
な

い
。
◇
礼
…
今
日
の
春

「
礼
」
と
「
今
日
の
春
」
を
結
ん
だ
句
例
に
「
我
年
も
礼
儀

に
た
つ
や
今
日
の
春
」
（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
三
〇
〇
・
方
孝
）
、
「
天
下
皆
礼
を

知
れ
り
や
今
日
の
春
」
（
ゆ
め
み
草
・
四
七
・
重
義
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
井
出
正
倫
（
陸
奥
・
岩
城
）

一
三
句
。

寛
文
十
一
年
亥
二
月
上
旬

御
慶
と
や
礼
の
う
な
づ
く
今
日
の
春

け

ふ
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江
口
塵
言

〔
句
意
〕
年
始
の
あ
い
さ
つ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
ご
挨
拶
を
受
け
た
ら
礼
を
も
っ

て
う
な
ず
く
新
春
と
な
り
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
十
一
年

一
六
七
一
年
。
辛
亥
。
◇
御
慶

新
年
の
あ
い
さ
つ
の
言

葉
。
新
年
の
季
語
。
句
例
に
「
行
成
紙
に
筆
こ
こ
ろ
む
る
／
年
玉
も
玉
の

台

の
御
慶

う
て
な

に
て
（
維
舟
）
」
（
時
勢
粧
・
六
四
一
一
・
六
四
一
〇
）
、
「
君
た
れ
ば
臣
も
新
春
の
御

慶
哉
（
承
応
元
年
〈
一
六
五
二
〉
歳
旦
発
句
集
・
五
八
四
・
重
頼
）
な
ど
が
あ
る
。
◇

礼
の
う
な
づ
く

年
始
の
礼
に
対
し
て
う
な
ず
い
て
返
す
こ
と
。
句
例
に
「
と
し
と
ひ

の
う
な
づ
き
あ
ふ
や
今
朝
の
春
」
（
新
続
犬
筑
波
集
・
春
発
句
上
・
二
三
五
七
）
が
あ

る
。

〔
備
考
〕
同
一
句
が
『
時
勢
粧
』
（
一
五
三
五
）
に
載
る
。

〔
作
者
〕
江
口
塵
言
（
陸
奥
・
二
本
松
）

一
〇
八
句
。

し
め
飾
り
わ
ら
ら
か
な
れ
や
今
日
の
春

か
ざ

け

ふ

68

釈
任
口

〔
句
意
〕
藁
製
の
し
め
飾
り
の
よ
う
に
快
活
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る
新
春
を
迎
え
ま

し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
し
め
飾
り

正
月
の
飾
り
物
で
あ
る
注
連
飾
り
の
こ
と
。
句
例
に
「
幾
春

も
そ
の
名
は
朽
ち
ぬ
し
め
飾
り
」
（
万
治
二
年
〈
一
六
五
九
〉
歳
旦
発
句
集
・
八
〇
・

一
墨
）
、
「
し
め
飾
り
幾
千
代
か
け
て
結
び
松
」
（
延
宝
二
年
〈
一
六
七
四
〉
歳
旦
発
句

集
・
一
七
七
九
・
一
房
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
わ
ら
ら
か
な
れ
や

陽
気
な
さ
ま
、
快
活

な
さ
ま
を
表
す
。
『
源
氏
物
語
』
「
野
分
」
に
「
ま
み
の
あ
ま
り
わ
ら
ら
か
な
る
ぞ
、

い
と
し
も
し
な
た
か
く
み
え
ざ
り
け
る
」
と
あ
る
。
和
歌
・
連
歌
・
俳
諧
と
も
に
用
例

が
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
、
「
わ
ら
ら
か
」
の
「
わ
ら
」
は
「
藁
」
を
掛
け
る
。

〔
作
者
〕
釈
任
口
（
山
城
・
伏
見
）

七
八
句
。

節
目
の
詳
ら
か
な
り
今
日
の
春

・

・

け

ふ

は
る

69

常
用
由
可

〔
句
意
〕
節
目
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
こ
と
で
す
。
今
日
、
年
の
初
め
の
新
春
を
迎
え

ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
節
目

ふ
し
め
、
の
意
。
「
せ
つ
も
く
」
と
す
る
用
例
は
、
和
歌
、
俳
諧

と
も
に
見
出
せ
な
い
。
「
ふ
し
め
」
と
し
た
用
例
も
わ
ず
か
で
、
「
今
年
生
の
女
竹
男

竹
や
ふ
し
夫
婦
」
（
続
境
海
草
・
二
六
九
・
意
朔
）
が
わ
ず
か
に
見
え
る
。
◇
詳
ら
か

な
り

は
っ
き
り
と
わ
か
る
さ
ま
。
こ
れ
も
、
和
歌
、
俳
諧
と
も
に
用
例
は
見
出
せ
な

い
。
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吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
二
）

〔
作
者
〕
常
用
由
可
（
下
野
・
宇
都
宮
）

一
一
句
。

長
生
き
は
無
用
の
用
な
り
今
日
の
春

・

也

け

ふ

70

釈
任
口

〔
句
意
〕
長
生
き
は
役
に
立
た
な
い
ど
こ
ろ
か
、
大
い
に
役
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
。
そ

ん
な
こ
と
を
知
っ
た
今
年
の
新
春
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
長
生
き

句
例
に
「
長
生
き
や
桃
に
咲
き
あ
ふ
う
ば
桜
」
（
崑
山
集
・
二

二
六
六
・
養
卜
）
、
「
長
生
き
の
身
ぞ
種
と
な
る
花
の
春
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
五
一
一
・

未
得
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
無
用
の
用

役
に
立
た
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
か
え

っ
て
大
切
な
役
を
す
る
こ
と
。
出
典
は
『
荘
子
』
「
人
間
世
」
篇
。
句
例
に
「
雪
の
朝

無
用
の
用
を
に
く
み
け
り
」
（
誹
諧
坂
東
太
郎
・
七
〇
〇
・
調
和
）
が
あ
る
。
「
無

用
」
を
用
い
た
句
に
は
「
い
ん
ぎ
ん
も
舟
の
う
ち
に
は
無
用
に
て
」
（
守
武
千
句
・
二

四
九
）
、
「
長
ば
な
し
無
用
と
告
ぐ
る
松
の
風
」
（
大
坂
桜
千
句
・
二
七
・
益
翁
）
な
ど

が
あ
る
。

〔
作
者
〕
釈
任
口
（
山
城
・
伏
見
）

七
八
句
。

は
じ
め
終
は
り
お
か
し
き
や
歳
暮
け
ふ
の
春

・

・

71

内
海
安
重

〔
句
意
〕
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
趣
深
い
こ
と
で
す
。
年
の
暮
れ
を
迎
え
、
今
日
は
新

春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
は
じ
め
終
は
り

「
初
め
と
終
わ
り
」
の
意
。
こ
こ
で
は
大
晦
日
と
元
旦

の
こ
と
。
歌
例
に
「
は
じ
め
か
ら
山
と
心
に
せ
ば
く
と
も
を
は
り
ま
て
や
は
か
た
く
み

ゆ
べ
き
」
（
赤
染
衛
門
集
・
二
四
七
）
、
「
な
が
き
夜
の
は
じ
め
を
は
り
も
知
ら
ぬ
間
に

い
く
よ
の
事
を
夢
に
見
つ
ら
ん
」
（
続
拾
遺
集
・
雑
歌
下
・
一
二
六
六
・
花
山
院
）
、

「
人
丸
の
影
供
養
と
て
人
の
申
せ
し
に
、
初
春
／
く
り
返
し
春
は
来
に
け
り
あ
ら
た
ま

の
は
じ
め
を
は
り
も
な
き
年
の
を
に
」
（
亜
槐
集
・
第
三
類
本
三
）
な
ど
が
あ
り
、
句

例
に
は
「
は
じ
め
終
は
り
程
と
ぎ
れ
ず
の
声
も
が
な
」
（
毛
吹
草
・
一
一
八
四
・
永

治
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
歳
暮

年
の
暮
れ
。
「
暮
れ
」
を
「
を
か
し
」
と
し
た
後
代
の

句
例
に
「
お
か
し
う
て
腹
が
立
つ
な
り
歳
の
暮
」
（
其
便
・
八
〇
五
・
泥
足
）
が
あ

る
。

〔
備
考
〕
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
の
『
歳
旦
発
句
集
』
（
一
二
一
九
）
に
同
一
句
が

載
る
。

〔
作
者
〕
内
海
安
重
（
山
城
・
京
）

梅
盛
門
、
内
海
氏
、
通
称
治
兵
衛
、
名
光
重
、

不
求
子
、
宗
恵
従
弟
（
大
系
図
）

一
句
。

け
ふ
春
や
都
も
江
戸
も
ど
ち
も
よ
し

72

山
岡
元
隣

〔
句
意
〕
今
日
は
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。
京
の
都
も
江
戸
も
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
良
い
所
で

す
。

｛
解
釈
｝
◇
け
ふ
春
や

「
け
ふ
」
は
「
京
」
と
「
今
日
」
を
掛
け
る
。
「
今
日
春
」

は
「
今
日
の
春
」
の
略
で
、
新
春
の
こ
と
。
「
け
ふ
春
や
」
全
体
で
は
、
「
京
の
都
が

新
春
を
迎
え
た
」
の
意
。
◇
都
も
江
戸
も

都
と
江
戸
が
と
も
に
詠
ま
れ
る
句
の
例

に
、
「
江
戸
桜
東
に
し
き
の
都
か
な
」
（
時
勢
粧
・
二
〇
二
二
・
維
舟
）
、
「
の
ま
れ
け

り
都
の
大
気
江
戸
の
秋
」（
「
の
ま
れ
け
り
」
歌
仙
・
一
・
春
澄
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
備
考
〕
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
の
『
歳
旦
発
句
集
』
（
一
一
四
四
・
元
隣
）
に

は
、「
い
は
ふ
春
や
都
も
江
戸
も
ど
ち
も
よ
し
」
の
句
形
で
載
る
。

〔
作
者
〕
山
岡
元
隣
（
山
城
・
京
）

寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
～
寛
文
十
二
（
一
六

七
二
）
。
字
は
徳
甫
、
別
号
は
玄
水
・
而
慍
斎
・
抱
甕
斎
・
洛
陽
山
人
。
季
吟
門
、

四
句
。君

か
代
や
所
も
と
こ
ろ
江
戸
の
春は

る

73

山
岡
元
隣

〔
句
意
〕
あ
な
た
様
の
代
で
一
番
栄
え
て
い
る
場
所
は
ほ
か
で
も
な
く
江
戸
、
こ
こ
に

新
春
が
訪
れ
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
所
も
と
こ
ろ

「
ほ
か
で
も
な
く
こ
の
場
所
」
の
意
。
歌
例
に
「
秋
も
あ

き
今
宵
も
こ
よ
ひ
月
も
月
と
こ
ろ
も
と
こ
ろ
見
る
君
も
き
み
」
（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
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二
六
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
が
あ
り
、
本
歌
と
み
な
せ
る
。
句
例
に
は
「
菓
子
に
出
せ

野
老
も
と
こ
ろ
客
も
客
」
（
境
海
草
・
二
六
〇
・
盛
之
）
、
「
律
義
者
の
下
屋
敷
に
て
月

と
こ

ろ

の
会
／
所
も
と
こ
ろ
和
歌
も
身
に
し
む
（
意
楽
）
」
（
大
阪
独
吟
集
・
三
四
八
／
三
四

九
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
江
戸
の
春

句
例
は
「
蓬
莱
の
山
ま
た
山
や
江
戸
の
春
」
（
時

勢
粧
・
五
一
二
・
日
野
好
元
）
、
「
よ
べ
芝
に
こ
も
り
て
今
朝
や
江
戸
の
春
」
（
誹
諧
当

世
男
・
三
・
未
調
）
な
ど
多
数
あ
る
。

〔
作
者
〕
山
岡
元
隣
（
山
城
・
京
）

四
句
。

世
の
お
ほ
え
花
や
か
な
り
や
江
戸
の
春

74

長
坂
守
常

〔
句
意
〕
世
間
の
評
判
も
華
や
い
だ
も
の
な
の
で
し
ょ
う
、
江
戸
は
花
の
春
を
迎
え
ま

し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
世
の
お
ぼ
え

世
間
の
評
判
。
世
の
人
々
の
評
価
。
用
例
は
和
歌
、
俳
諧

と
も
に
見
い
だ
せ
な
い
。
◇
花
や
か
な
り
や

華
や
い
で
い
る
こ
と
。
「
花
」
は
「
江

戸
」
に
も
掛
か
る
。
句
例
に
「
花
や
か
に
お
ど
す
具
足
も

仏

胴
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・

ほ
と
け
ど
う

四
四
九
・
一
雪
）
、
「
花
や
か
に
立
つ
る
社
の
御
託
宣
」
（
宗
因
千
句
・
八
二
一
）
な
ど

が
あ
る
。

〔
作
者
〕
長
坂
守
常
（
陸
奥
・
岩
城
）

一
五
二
句
。

治
る
や
溶
々
と
し
て
江
戸
の
春

75

矢
吹
嘉
品

〔
句
意
〕
世
の
中
が
よ
く
治
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
江
戸
は
水
が
静
か
に
流
れ
て
る

よ
う
に
静
謐
な
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
治
る
や

国
や
藩
な
ど
が
よ
く
治
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
句
例
に
、
「
治
る

や
ゆ
る
り
関
東
の
御
代
の
春
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
五
五
二
・
一
貞
）
、
「
治
る
や
天
下
一

人
の
君
が
春
」
（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集
・
二
九
九
・
為
親
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
溶
々

と
し
て

水
の
静
か
に
流
れ
る
さ
ま
。
新
年
の
早
朝
、
平
安
で
静
か
な
江
戸
の
町
を
表

し
た
も
の
。
「
池
の
色
溶
溶
と
し
て
藍
水
を
染
む
、
花
の
光
焔
焔
と
し
て
火
春
を
焼

く
」
（
和
漢
朗
詠
集
・
一
一
四
・
白
居
易
）
。
後
代
の
句
例
に
「
春
と
も
言
は
ぬ
火
屋

の
白
幕
（
桃
鯉
）
／
や
う
や
う
と
峠
に
か
か
る
雲
霞
（
水
）
」
（
「
此
里
は
」
歌
仙
・
元

禄
四
年
十
月
・
一
八
／
一
九
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
矢
吹
嘉
品
（
陸
奥
・
岩
城
）

八
九
句
。

慈
悲
の
波
四
海
に
立
や
江
戸
の
春

76

吉
田
聞
也

〔
句
意
〕
為
政
者
の
恩
沢
が
波
と
な
っ
て
周
囲
の
海
に
立
つ
中
、
江
戸
が
新
年
を
迎
え

ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
慈
悲
の
波

為
政
者
の
恩
沢
が
波
の
よ
う
に
一
般
民
衆
の
上
に
及
ん
で
い

く
こ
と
。
「
慈
悲
の
波
」
の
用
例
は
、
和
歌
、
俳
諧
と
も
に
見
出
せ
な
い
。
「
慈
悲
の

海
」
の
例
と
し
て
、
後
代
の
も
の
に
「
大
慈
悲
の
海
や
ひ
と
つ
に
霜
あ
ら
れ
」
（
俳
諧

勧
進
牒
・
五
九
）
が
あ
る
。
「
慈
悲
」
の
句
例
は
多
く
「
我
身
な
が
ら
も
尊
く
ぞ
あ
る

／
天
下
さ
ま
御
慈
悲
ふ
か
き
代
に
合
ひ
て
（
貞
徳
）
」
（
新
増
犬
筑
波
集
・
一
三
九

一
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
四
海

周
囲
の
海
。
句
例
に
「
治
り
て
四
海
一
也
け
ふ
の
春
」

（
慶
安
二
年
〈
一
六
四
九
〉
歳
旦
発
句
集
・
五
〇
八
・
成
次
）
、
「
四
海
波
や
し
づ
ま

り
帰
る
御
代
の
春
」
（
ゆ
め
み
草
・
一
四
・
宣
安
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
吉
田
聞
也
（
陸
奥
・
岩
城
）

八
七
句
。

よ
せ
砂
か
富
士
を
飾
り
の
江
戸
の
春

か
ざ

77

水
野
林
元

〔
句
意
〕
砂
を
寄
せ
て
こ
し
ら
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
縁
起
物
の
よ
う
な
富
士
を
飾
る

江
戸
に
、
新
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
よ
せ
砂

砂
を
寄
せ
て
縁
起
物
な
ど
の
姿
を
作
る
こ
と
。
句
例
に
「
よ
せ

砂
や
こ
こ
も
高
砂
門
の
松
」
（
時
勢
粧
・
一
〇
一
二
・
買
嘲
）
が
あ
る
。
な
お
、
類
似

し
た
「
立
砂
」
に
つ
い
て
は
、

を
参
照
。
◇
富
士
を
飾
り

富
士
山
の
そ
び
え
る
さ

15

ま
を
正
月
の
飾
り
物
と
見
た
て
た
。
「
蓬
莱
や
こ
こ
に
飾
り
て
伊
勢
の
富
士
」
（
阿
蘭

陀
丸
二
番
船
・
二
・
風
鈴
軒
）。
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吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
二
）

〔
作
者
〕
水
野
林
元
（
陸
奥
・
二
本
松
）

二
〇
一
句
。

武
蔵
野
は
富
士
を
磁
石
や
江
戸
の
春

さ
し

78

風
山

〔
句
意
〕
武
蔵
野
は
富
士
山
を
方
位
計
の
針
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
東
の
江
戸

で
は
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
武
蔵
野
…
富
士

両
者
が
出
て
く
る
和
歌
に
「
武
蔵
野
も
さ
す
が
は
て
あ

る
日
数
に
や
富
士
の
ね
な
ら
ぬ
山
も
見
ゆ
ら
ん
」
（
新
後
拾
遺
集
・
羇
旅
歌
・
九
二
一

・
宗
久
）
、
「
富
士
の
ね
を
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
白
雪
の
尾
花
に
つ
づ
く
武
蔵
の
の
原
」

（
新
後
拾
遺
集
・
羇
旅
歌
・
九
二
二
・
藤
原
長
秀
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
「
武
蔵
野

の
雪
こ
ろ
ば
し
か
富
士
の
山
」
（
犬
子
集
・
一
四
一
二
、
塵
塚
誹
諧
集
・
七
三
七
及

び
、
毛
吹
草
・
二
八
五
に
ほ
ぼ
同
一
の
句
が
見
え
る
）
、
「
武
蔵
野
や
富
士
を
尾
花
が

袖
の
内
」
（
時
勢
粧
・
一
六
・
維
舟
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
磁
石

磁
気
コ
ン
パ
ス
、
磁

気
羅
針
盤
の
俗
称
。
句
例
に
「
旅
だ
た
ん
方
角
を
よ
く
つ
つ
し
み
て
／
磁
石
の
針
を
も

つ
舟
の
中
（
定
清
）
」
（
誹
諧
独
吟
集
・
七
四
三
／
七
四
四
）
、
「
め
ぐ
れ
る
は
磁
石
の

針
か
北
時
雨
」
（
続
山
井
・
五
一
七
四
・
道
之
）
が
あ
る
。
富
士
山
の
形
を
磁
石
に
模

し
た
表
現
。

〔
作
者
〕
風
山
（
陸
奥
・
岩
城
）
風
虎
の
別
号
。

一
〇
一
句
。

馬
車
武
陽
に
入
や
江
戸
の
春

79

浅
香
研
思

〔
句
意
〕
正
月
用
の
物
資
を
載
せ
た
馬
車
が
武
蔵
国
に
次
々
と
入
っ
て
く
る
江
戸
の
新

春
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
馬
車

う
ま
ぐ
る
ま
。
主
に
物
資
の
輸
送
に
用
い
ら
れ
た
。
歌
例
に
「
如

月
の
今
日
は
は
じ
め
の
馬
車
い
な
り
の
山
の
道
ぞ
さ
か
行
く
」
（
雪
玉
集
・
四
二
六

三
）
、
「
賀
茂
山
や
た
つ
る
使
の
馬
車
道
も
に
ぎ
は
ふ
今
日
の
神
事
」
（
為
村
集
・
五
四

一
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
句
例
に
時
代
は
下
る
が
「
馬
車
さ
は
ら
ぬ
江
戸
の
師
走
か

な
」
（
夜
半
亭
発
句
帳
帖
・
二
八
五
）
が
あ
る
。
◇
武
陽

江
戸
を
含
む
武
蔵
国
の
こ

と
。
歌
例
、
句
例
は
見
当
た
ら
な
い
。「
武
」
は
「
馬
」
の
縁
語
。

〔
作
者
〕
浅
香
研
思
（
陸
奥
・
岩
城
）

一
二
〇
句
。

芝
海
老
や
有
り
数
に
せ
ん
江
戸
の
春

・

80

松
村
吟
松

〔
句
意
〕
江
戸
の
海
で
獲
れ
る
芝
海
老
の
よ
う
に
、
あ
な
た
様
の
年
齢
を
数
え
き
れ
な

い
数
と
し
た
い
も
の
で
す
。
こ
の
江
戸
の
新
春
に
。

〔
解
釈
〕
◇
芝
海
老

江
戸
の
海
に
多
産
す
る
小
型
の
エ
ビ
。
句
例
に
「
芝
海
老
や
も

み
ぢ
を
閉
づ
る
網
の
糸
」
（
江
戸
広
小
路
・
三
二
三
・
不
卜
）
が
あ
る
。
◇
有
り
数
に

せ
ん

あ
り
か
ず
。
人
や
物
の
あ
る
数
の
こ
と
。
年
齢
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
歌
例

に
「
わ
た
つ
海
の
浜
の
真
砂
を
数
へ
つ
つ
君
が
千
歳
の
有
り
数
に
せ
む
」
（
古
今
集
・

賀
歌
・
三
四
四
・
読
人
し
ら
ず
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
な
た
の
年
齢
を
浜
の
真
砂
の

よ
う
に
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
歳
で
あ
る
千
歳
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
意
。
本

句
は
こ
の
歌
を
踏
ま
え
、
君
の
千
歳
を
真
砂
で
は
な
く
芝
海
老
の
「
有
り
数
」
に
し
た

点
が
眼
目
。
俳
諧
の
例
に
「
鯛
の
子
も
有
り
数
の
世
や
若
ゑ
び
す
」
（
時
勢
粧
・
五
三

一
・
田
中
重
道
）
、
「
君
が
代
の
あ
り
数
の
子
や
千
々
の
春
」
（
年
代
不
知
歳
旦
発
句
集

・
二
三
三
・
長
好
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
松
村
吟
松(

武
蔵
・
江
戸)

四
〇
句
。

芝
海
老
や
入
口
飾
る
江
戸
の
春

い
り

か
ざ

81

江
口
塵
言

〔
句
意
〕
芝
海
老
を
供
え
物
と
し
て
家
々
の
入
り
口
を
飾
っ
て
い
る
、
江
戸
の
新
春
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
芝
海
老

参
照
。
芝
海
老
を
正
月
飾
り
に
用
い
た
か
。
海
老
は
長
寿
を

80

言
祝
ぐ
縁
起
物
。
◇
入
口

家
々
の
入
り
口
。
句
例
に
「
茂
り
て
ぞ
入
り
梔
子
の
木
幡

山
」
（
続
境
海
草
・
二
五
三
・
巽
翁
）
、
「
月
待
つ
と
ひ
ら
け
ば
風
の
入
口
に
／
来
た
や

ら
に
ほ
ふ
露
の
ふ
り
袖
（
可
頼
）
」
（
玉
海
集
・
三
〇
一
七
・
三
〇
一
八
）
な
ど
が
あ

る
。
◇
飾
る

正
月
飾
り
に
関
連
し
た
句
の
例
と
し
て
、
「
台
に
今
朝
飾
る
鏡
や
も
ち
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い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
四
号

道
具
」
（
崑
山
集
・
一
九
五
・
道
節
）
、
「
門
々
に
飾
る
や
花
の
都
草
」
（
明
暦
三
年

〈
一
六
五
七
〉
歳
旦
発
句
集
・
七
三
五
・
流
味
）
、
「
海
老
の
あ
る
は
戸
ざ
せ
る
門
の

飾
か
な
」（
続
山
井
・
一
三
三
三
・
常
信
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
江
口
塵
言
（
陸
奥
・
二
本
松
）

一
〇
八
句
。

蓬
莱
は
東
国
宝
山
や
江
戸
の
春

82

板
倉
吉
頼

〔
句
意
〕
蓬
莱
と
呼
ば
れ
る
富
士
山
は
何
と
い
っ
て
も
東
国
の
宝
山
で
す
。
そ
の
飾
り

物
の
よ
う
な
富
士
山
が
美
し
い
江
戸
に
新
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
蓬
莱

こ
の
語
に
は
富
士
山
の
異
称
及
び
江
戸
城
の
異
称
と
し
て
の
用
法

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
宝
山
と
あ
る
の
で
、
富
士
山
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
句
例
に
「
蓬

莱
の
山
も
今
日
こ
そ
は
神
の
春
（
時
勢
粧
・
一
四
五
・
浜
田
春
良
）
、
「
蓬
莱
の
山
下

庵
や
門
の
松
」
（
寛
文
十
年
〈
一
六
七
〇
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
三
四
七
・
正
長
）
な
ど

が
あ
る
。
◇
東
国
宝
山

富
士
山
が
東
国
の
宝
の
山
で
あ
る
、
の
意
。
「
東
国
」
は
歌

例
・
句
例
と
も
に
少
な
く
、
和
歌
の
例
に
「
唐
国
に
お
り
け
る
こ
と
は
い
さ
知
ら
ず
東

国
の
奥
に
生
う
る
石
竹
」
（
蔵
玉
集
・
四
〇
・
源
俊
頼
）
が
あ
る
程
度
。
俳
諧
の
例
も

「
東
国
武
士
の
狩
は
秋
山
／
す
が
り
つ
く
紅
葉
衣
の
色
に
ま
ど
ひ
（
維
舟
）
」
（
時
勢

粧
・
五
九
三
四
／
五
九
三
五
）
や
、
後
代
の
「
東
国
は
一
夜
泊
り
も
な
さ
け
あ
り
」

（
句
兄
弟
・
一
八
六
）
な
ど
あ
る
が
少
な
い
。
「
宝
山
」
も
「
ほ
う
ざ
ん
」
と
い
う
読

み
方
で
は
用
例
が
見
出
せ
な
い
が
、
「
宝
の
山
」
の
形
で
「
露
や
玉
宝
の
山
路
こ
が
ね

ぎ
く
」
（
続
山
井
・
四
三
八
五
・
直
政
）
、
「
お
ら
ず
ん
ば
む
な
し
宝
の
山
桜
」
（
毛
吹

草
・
二
〇
六
及
び
八
七
四
）
な
ど
が
わ
ず
か
に
見
出
せ
る
だ
け
で
あ
る
。

〔
作
者
〕
板
倉
吉
頼
（
美
濃
・
竹
ヶ
鼻
）

梅
盛
門
、
板
倉
氏
、
不
驕
軒(

大
系
図)

三
七
句
。

今
朝
や
く
る
千
寿
万
歳
江
戸
の
春

け

さ

83

由
井
雪
柴

〔
句
意
〕
今
朝
、
や
っ
て
来
る
で
し
ょ
う
。
千
寿
万
歳
が
江
戸
の
新
春
を
寿
ぎ
に
。

〔
解
釈
〕
◇
千
寿
万
歳

せ
ん
ず
ま
ん
ざ
い
、
ま
た
は
、
せ
ん
じ
ゅ
ま
ん
ざ
い
。
千
寿

万
歳(

千
秋
万
歳)

は
平
安
時
代
に
起
こ
り
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
を
経
て
、
江
戸
初
期
に

か
け
て
行
わ
れ
た
正
月
年
頭
の
祝
言
の
芸
能
及
び
そ
の
縁
者
を
い
う
。
家
々
を
訪
ね

て
、
そ
の
庭
先
や
門
口
で
一
家
の
繁
栄
を
願
う
口
上
や
芸
を
披
露
し
、
謝
礼
を
得
た
。

千
寿
（
秋
）
万
歳
を
詠
ん
だ
歌
例
に
「
春
の
庭
に
千
秋
万
歳
い
は
ふ
よ
り
花
の
木
の
根

は
さ
し
さ
か
へ
な
む
」
（
三
二
番
職
人
歌
合
・
一
）
、
「
た
ち
ま
へ
る
千
秋
万
歳
い
づ
く

に
も
け
し
き
ば
か
り
の
禄
ぞ
か
ひ
な
き
」
（
三
二
番
職
人
歌
合
・
三
三
）
が
あ
る
。
句

例
に
は
「
た
た
み
か
け
て
く
る
春
や
わ
が
老
の
皺
／
末
広
か
ざ
す
千
寿
万
歳
（
可

全
）
」（
続
山
井
・
七
／
八
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
由
井
雪
柴
（
武
蔵
・
江
戸
）

宗
因
門
、
小
坂
井
氏
ま
た
は
由
比
氏
と
も
。

通
称
庄
左
衛
門
（
大
系
図
）
一
句
。

地
震
治
り
し
年

と
こ
し
な
へ
に
揺
り
治
ま
る
や
四
方
の
春

ゆ

・

よ

も

84

半
井
慶
友

〔
句
意
〕
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
世
の
中
も
永
久
に
治
ま
る
新
春
が
い
た
る
所
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
地
震
治
ま
り
し
年

寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
五
月
の
「
近
江
・
若
狭

地
震
」
を
い
う
か
。
◇
と
こ
し
な
へ
に

と
こ
し
へ
に
、
と
同
じ
。
永
久
に
、
の
意
。

歌
例
に
「
岩
だ
た
む
山
の
か
た
そ
の
苔
筵
と
こ
し
な
へ
に
も
物
思
ふ
か
な
」
（
夫
木
抄

・
一
三
三
二
一
・
藤
原
俊
成
）
、
句
例
に
「
と
こ
し
な
へ
爪
の
燭
火
胶
々
と
」
（
軒
端

か
う
か
う

の
独
活
・
四
二
一
・
嘯
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
揺
り
治
ま
る

地
震
の
揺
れ
が
収
ま
る
さ

ま
と
、
世
が
治
ま
る
さ
ま
を
い
う
。
「
大
地
震
ゆ
り
わ
か
丸
の
夢
覚
て
」
（
物
種
集
・

九
九
二
、
又
は
二
葉
集
・
六
二
八
・
西
鬼
）
。
◇
四
方
の
春

い
た
る
所
に
春
が
訪
れ

る
こ
と
。
句
例
は
「
あ
ら
玉
や
面
向
不
背
四
方
の
春
」
（
崑
山
集
・
二
九
八
・
重

め
ん
か
う

ふ

は

い

成
）
、
「
我
も
人
も
天
地
も
し
る
や
四
方
の
春
」
（
崑
山
集
・
三
一
七
・
正
継
）
な
ど
多

数
あ
る
。

〔
作
者
〕
半
井
慶
友
（
武
蔵
・
江
戸
）

三
句
。
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吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
二
）

日
の
は
じ
め

暖

か
な
る
や
国
の
春

あ
た
ゝ

85

松
井
重
規

〔
句
意
〕
冬
だ
と
い
う
の
に
一
日
の
始
め
が
暖
か
い
。
国
中
が
そ
ん
な
新
春
を
迎
え
ま

し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
日
の
は
じ
め

一
日
の
始
め
。
特
に
、
元
日
の
始
め
。
歌
例
に
「
我
な
が

ら
か
く
れ
あ
る
べ
き
恋
す
と
は
日
の
は
じ
め
よ
り
思
は
ざ
り
し
ぞ
」
（
新
撰
和
歌
六
帖

・
一
三
九
〇
）
、
ま
た
句
例
に
「
日
の
始
祝
へ
十
二
の
鏡
餅
」
（
寛
文
年
〈
一
六
六

四
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
〇
〇
一
・
正
倫
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
暖
か
な
る
や

歌
例
に

「
吹
く
風
も
暖
か
な
ら
ず
寒
か
ら
で
霞
み
く
ら
せ
る
春
雨
の
空
」
（
夫
木
抄
・
九
六
二

・
藤
原
行
家
）
、
句
例
に
「
雲
の
上
に
も
湯
や
わ
か
す
ら
ん
／
暖
か
な
春
の
雨
水
い
げ

立
て
（
貞
徳
）
」
（
新
増
犬
筑
波
集
・
六
三
七
／
六
三
八
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
国
の
春

句
例
に
「
仁
を
以
て
民
し
た
が
ふ
や
国
の
春
」
（
貞
徳
誹
諧
記
・
五
二
七
）
、
「
か
ざ

り
松
や
家
と
と
の
へ
ば
国
の
春
」
（
時
勢
粧
・
五
三
五
・
風
虎
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
松
井
重
規
（
陸
奥
・
岩
城
）

二
六
。

道
や
そ
れ
一
つ
を
守
る
国
の
春

其

86

平
住
如
風

〔
句
意
〕
一
つ
の
道
を
守
る
国
に
、
春
が
や
っ
て
来
た
こ
と
で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
道
や
そ
れ

道
で
あ
る
こ
と
よ
、
の
意
。
「
そ
れ
」
は
感
動
詞
的
に
用
い

る
。
類
似
し
た
言
い
回
し
に
「
暁
恋
／
月
や
そ
れ
ほ
の
見
し
人
の
面
影
を
し
の
び
か
へ

せ
ば
有
明
の
空
」
（
秋
篠
月
清
集
・
三
六
五
）
な
ど
、
「
…
や
そ
れ
」
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
。
◇
一
つ
を
守
る

一
つ
の
道
を
守
る
。
「
道
」
と
「
守
る
」

を
結
ん
だ
和
歌
の
例
に
「
守
る
ら
む
道
を
も
代
を
も
住
吉
の
宮
居
に
お
な
じ
玉
津
し
ま

姫
」
（
内
裏
九
十
番
歌
合
・
一
六
〇
・
尭
尋
）
、
「
人
心
あ
ら
そ
ひ
な
き
を
守
る
世
や
国

を
さ
ま
り
て
道
を
知
る
ら
ん
」（
雪
玉
集
・
六
五
七
一
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
平
住
如
風
（
陸
奥
・
岩
城
）

九
句
。

寛
文
十
二
年
に

寛
文
や
十
二
街
中
国
の
春は

る

87

河
路
繁
常

〔
句
意
〕
寛
文
の
時
代
も
十
二
年
を
迎
え
ま
し
た
。
御
城
下
の
町
す
べ
て
に
新
春
の
気

分
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
寛
文
十
二
年

一
六
七
二
年
。
壬
子
。
◇
寛
文
や

こ
の
年
号
を
詠
み
込

ん
だ
句
に
「
寛
文
や
七
つ
の
今
年
読
始
」
（
時
勢
粧
・
一
〇
二
〇
）
、
「
寛
文
や
七
年
よ

ろ
し
今
日
の
春
」
（
寛
文
七
年
〈
一
六
六
七
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
一
六
七
・
空
存
）
な

ど
が
あ
る
。

◇
十
二
街
中

『
和
漢
朗
詠
集
』
に
「
十
二

廻

の
中
に
、
此
夕
の

し
ふ

じ
く
わ
い

う
ち

こ
よ
ひ

好

き
に
勝
り
た
る
は
無
し
、
千
万
里
の
外
に
皆
わ
が
家
の
光
を
争
ふ
」
（
二
四
四
・

こ
と
ん
な

紀
貫
之
）
と
あ
る
。
「
十
二
廻
」
は
一
年
間
に
月
が
運
行
す
る
回
数
を
指
す
こ
と
か

ら
、
十
二
箇
月
を
い
う
。
本
句
は
こ
の
言
葉
を
模
し
て
「
十
二
街
」
と
し
た
か
。
だ
と

す
れ
ば
、「
十
二
街
」
は
す
べ
て
の
街
と
い
う
意
か
。

〔
作
者
〕
川
（
河
）
路
繁
常
（
陸
奥
・
岩
城
）

七
四
句
。

神
住
む
や
瑞
穂
の
国
の
民
の
春

か
み

す

み

づ

ほ

88

杉
浦
勝
成

〔
句
意
〕
神
が
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
瑞
穂
の
国
の
民
た
ち
が
新

春
を
寿
い
で
い
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
神
住
む
や

歌
例
に
「
三
尾
の
神
住
む
と
聞
き
て
ぞ
い
り
江
な
る
な
ぞ
ふ

ね
す
ゑ
て
日
数
へ
ぬ
ら
む
」
（
津
守
国
基
集
・
一
二
六
）
が
あ
る
。
◇
瑞
穂
の
国

瑞

穂
は
瑞
々
し
い
稲
穂
。
瑞
穂
の
国
は
瑞
穂
が
実
る
国
の
こ
と
。
日
本
国
の
美
称
。
歌
例

に
「
あ
し
原
や
瑞
穂
の
国
を
も
る
山
も
豊
の
あ
か
り
の
お
も
し
ろ
き
か
な
」
（
夫
木
抄

・
一
四
一
三
〇
・
大
江
匡
房
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
◇
民
の
春

庶
民
に
と
っ
て
の
新
春
。
句
例
に
「
今
朝
し
る
や
年
中
行
事
民
の
春
」
（
寛
文
二
年

〈
一
六
六
二
〉
歳
旦
発
句
集
・
八
八
七
・
立
圃
）
、
「
祝
へ
穂
長
麦
に
ふ
た
ま
た
民
の

春
」
（
寛
文
二
年
〈
一
六
六
二
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
二
三
七
・
貞
祐
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
杉
浦
勝
成
（
武
蔵
・
江
戸
）

二
四
句
。
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い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
四
号

君
と
祝
ふ
舌
な
が
き
代
や
民
の
春

89

高
井
立
志

〔
句
意
〕
嘘
偽
り
の
な
い
世
の
中
を
あ
な
た
様
と
祝
う
こ
と
で
す
、
民
に
も
新
し
い
春

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
舌
な
が
き
代

長
広
舌
を
い
う
か
。
長
広
舌
は
仏
の
三
十
二
相
の
一
つ

で
、
仏
の
舌
が
広
く
長
い
こ
と
か
ら
嘘
偽
り
の
な
い
相
を
い
う
。
和
歌
、
俳
諧
と
も
に

用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

〔
備
考
〕
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
の
『
歳
旦
発
句
集
』
（
一
一
〇
三
）
に
同
一
句
が

載
る
。

〔
作
者
〕
高
井
立
志
（
武
蔵
・
江
戸
）

立
圃
門
、
松
楽
軒
（
大
系
図
）
。
五
句
。

今
日
を
知
り
て
と
ふ
は
礼
な
り
宿
の
春

け

ふ

・

也

90

小
西
似
春

〔
句
意
〕
今
日
と
い
う
日
が
元
日
だ
と
知
っ
て
い
て
も
「
問
う
」
で
は
な
い
が
、
「
訪

う
」
こ
と
が
「
礼
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
な
た
の
宿
を
訪
問
し
新
春
の
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

〔
解
釈
〕
◇
今
日
を
…
礼
な
り

『
論
語
』
「
八
佾
第
三
」
に
、
孔
子
が
魯
の
大
廟
で

け

ふ

周
公
旦
の
祭
り
の
介
添
を
し
た
際
、
そ
の
進
行
に
つ
い
て
先
輩
に
事
ご
と
に
質
問
し
た

の
で
、
そ
れ
を
見
て
い
た
人
が
、
孔
子
は
本
当
に
礼
を
知
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
と

評
し
た
こ
と
に
対
し
て
孔
子
が
、
こ
れ
こ
そ
が
礼
な
の
だ
と
弟
子
に
語
っ
た
と
い
う
話

が
見
え
る
。
表
面
的
に
は
一
通
り
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
一
つ
一
つ
問
う
て

知
識
を
深
め
る
こ
と
が
、
本
当
の
礼
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
今
日
を
知
り

て
と
ふ
は
礼
な
り
」
は
論
語
の
こ
の
話
に
基
づ
く
も
の
。
元
旦
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
て
「
問
う
」
で
は
な
い
が
、
あ
な
た
の
所
を
「
訪
う
」
と
い
う
意
か
。
◇
宿
の
春

「
宿
」
は
自
分
の
家
の
こ
と
も
あ
る
し
、
宿
泊
先
の
家
の
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
旅
の

宿
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
「
宿
」
で
迎
え
る
新
春
の
こ
と
。
以
下
、

ま
で
「
宿
の

94

春
」
が
続
く
。
句
例
に
「
歳
と
く
を
得
た
り
賢
こ
し
宿
の
春
」
（
崑
山
集
・
一
三
六
・

ノ
身
）
、
「
大
黒
は
柱
に
た
つ
や
宿
の
春
」
（
寛
文
十
一
年
〈
一
六
七
一
〉
歳
旦
発
句
集

・
一
三
九
二
・
友
貞
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
小
西
似
春
（
山
城
・
京
）

六
〇
句
。

立
春
遅
か
り
け
る
元
日

を
そ今

日
た
つ
は
半
造
作
か
宿
の
春

け

ふ

や
ど

91

淳
寧
院
白
話

〔
句
意
〕
今
日
は
ま
だ
立
春
で
は
な
い
の
で
、
春
も
「
半
造
作
」
な
の
で
し
ょ
う
か
、

こ
の
宿
に
新
し
い
春
を
迎
え
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
今
日
た
つ

「
た
つ
」
は
「
立
つ
」
と
「
建
つ
」
を
掛
け
る
。
句
例
は

「
今
日
た
つ
や
春
の
中
に
も
一
の
一
」
（
慶
安
元
年
〈
一
六
四
八
〉
歳
旦
発
句
集
・
四

九
三
・
清
長
）
、
「
今
日
た
つ
や
春
の
悦
び
の
二
七
夜
」
（
寛
文
二
年
〈
一
六
六
二
〉
歳

旦
発
句
集
・
九
〇
八
・
可
頼
）
な
ど
多
数
あ
る
。
◇
半
造
作

建
物
が
ま
だ
で
き
あ
が

っ
て
い
な
い
こ
と
。
「
た
つ
」
、
「
宿
」
は
縁
語
。
「
立
春
」
が
遅
い
年
の
元
日
の
句
な

の
で
、
ま
だ
立
春
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
「
立
つ
」
の
縁
で
春
が
「
半
造
作
」
と
し

た
。
句
例
に
「
か
つ
咲
く
は
半
造
作
か
家
桜
」
（
犬
子
集
・
四
四
八
・
孝
晴
）
、
「
敷
き

し
畳
の
か
た
び
く
な
体
／
山
荘
も
半
造
作
な
小
倉
山
（
玄
康
）
」
（
鷹
筑
波
・
八
六
五

／
八
六
六
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
淳
寧
院
白
話
（
山
城
・
京
）

季
吟
系
、
東
本
願
寺
御
門
跡
大
僧
正
琢
如
上

人(

大
系
図)

三
句
。

熊
よ
ば
ば
御
座
ら
ふ
か
こ
の
宿
の
春

ゝ

此

や
ど

92

中
堀
器
音

〔
句
意
〕
熊
を
呼
ん
だ
ら
な
ら
我
が
家
に
来
て
下
さ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
新
春
を
迎
え

た
宿
に
。

〔
解
釈
〕
◇
熊
よ
ば
ば

熊
を
呼
ん
だ
な
ら
。
ま
だ
熊
は
冬
眠
中
で
あ
る
。
熊
と
春
を

結
ん
だ
歌
例
に
「
ふ
り
つ
も
る
深
山
の
雪
を
う
つ
ほ
木
に
住
む
て
ふ
熊
も
春
や
待
ら

ん
」
（
実
量
愚
詠
草
・
一
三
七
）
、
後
代
の
句
例
に
「
洞
熊
の
ま
づ
覗
く
ら
ん
春
の
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吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
二
）

艶
」
（
蕉
門
名
家
句
集
〈
西
の
雲
〉
・
一
五
・
丈
草
）
が
あ
る
。
◇
御
座
ら
ふ
か

来

い
ろて

下
さ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
巣
穴
に
い
る
熊
も
、
新
春
を
迎
え
て
春
め
い
た
我
が
家

に
な
ら
来
て
下
さ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
意
か
。
句
例
に
「
鍔
屋
殿
わ
ざ
と
呼
ふ
だ
と

つ
ば
や

御
座
ら
ふ
か
（
大
坂
独
吟
集
・
六
一
三
）
、
「
言
の
葉
の
紅
葉
は
か
う
も
御
座
ら
ふ

か
」（
誹
諧
当
世
男
・
四
七
四
）
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
中
堀
器
音
（
摂
津
・
大
坂
）

一
一
句
。

羽
子
板
の
絵
の
ま
ね
す
な
り
宿
の
春

也

や
ど

93

江
戸
住
高
政

〔
句
意
〕
羽
子
板
の
絵
を
真
似
て
い
る
よ
う
な
、
お
め
で
た
い
正
月
を
こ
の
宿
に
迎
え

ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
羽
子
板
の
絵

羽
子
板
の
絵
を
詠
ん
だ
句
例
に
「
羽
子
板
の
う
ら
や
千
歳

の
鶴
と
か
め
」
（
生
玉
万
句
・
三
三
四
・
可
目
女
）
、
「
は
ご
板
の
絵
様
栄
花
や
宿
の

春
」
（
玉
海
集
・
一
六
七
・
季
政
）
な
ど
が
あ
る
。
羽
子
板
に
は
『
生
玉
万
句
』
の
例

の
よ
う
に
、
め
で
た
い
絵
柄
を
描
く
。
◇
ま
ね
す
な
り

ま
ね
を
す
る
よ
う
だ
。
句
例

に
「
い
か
な
れ
ば
鸚
鵡
は
人
の
ま
ね
す
る
ぞ
」
（
新
増
犬
筑
波
集
・
九
一
二
・
貞
徳
）

な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
高
政
（
武
蔵
・
江
戸
）

一
句
。

宿
の
春
に
老
を
免
許
の
札
も
が
な

94

北
村
季
吟

〔
句
意
〕
新
春
を
迎
え
た
御
屋
敷
に
、
年
老
い
た
人
も
今
日
は
出
入
り
を
許
可
す
る
と

い
う
御
札
が
あ
る
と
よ
い
の
で
す
が
。

〔
解
釈
〕
◇
老
を
免
許
…

老
い
た
人
も
特
別
に
許
す
、
の
意
。
老
人
は
め
で
た
い
席

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
が
、
新
春
の
今
日
は
特
別
に
出
入
り
を
許
可
す
る
と
い
う
架
空
の

「
札
」
を
い
う
。
「
免
許
」
を
用
い
た
句
と
し
て
わ
ず
か
に
「
宿
札
の
こ
る
夢
の
故
郷

（
益
友
）
／
伏
見
山
諸
役
免
許
の
跡
と
め
て
（
均
朋
）
」
（
大
坂
桜
千
句
・
九
五
二
／

九
五
三
）
、
「
家
桜
風
を
免
許
の
札
も
が
な
（
鷹
筑
波
・
一
四
一
六
・
信
相
）
が
あ

る
。
◇
札
も
が
な

札
が
あ
れ
ば
よ
い
な
、
の
意
。
句
例
に
前
掲
句
の
ほ
か
、
「
屋
柱

に
家
内
安
全
の
札
も
が
な
」
（
続
山
井
・
三
五
八
三
・
政
信
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
備
考
〕
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
の
『
歳
旦
発
句
集
』
（
一
二
〇
五
）
に
同
一
句
が

載
る
。

〔
作
者
〕
北
村
季
吟
（
山
城
・
京
）

一
三
九
句
。

御
免
あ
れ
杖
つ
く
法
師
も
花
の
春

95

川
崎
宗
斎

〔
句
意
〕
お
許
し
下
さ
い
。
場
に
そ
ぐ
わ
な
い
杖
を
つ
い
た
法
師
も
花
の
春
を
迎
え
ま

し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
御
免
あ
れ

お
許
し
く
だ
さ
い
の
意
。
人
に
何
か
を
頼
む
と
き
に
使
う
こ

と
が
多
い
。
句
例
に
「
御
免
あ
れ
赤
地
の
錦
の
置
頭
巾
」
（
生
玉
万
句
・
二
五
）
な
ど

が
あ
る
。
◇
杖
つ
く

句
例
に
「
百
敷
の
御
事
は
じ
ま
る
元
日
に
／
杖
つ
く
老
も
若

わ
ざ

や
ぎ
に
け
り
」
（
毛
吹
草
・
二
三
一
九
／
二
三
二
〇
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
法
師

春
を

楽
し
む
法
師
を
詠
ん
だ
句
に
「
春
駒
に
の
り
得
て
遊
ぶ
法
師
か
な
」
（
崑
山
集
・
二
〇

一
八
・
快
笑
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
川
崎
宗
斎
（
摂
津
・
大
坂
）

始
め
貞
徳
門
、
後
に
立
圃
門
、
友
直
、
川
崎

氏
、
通
称
源
左
衛
門
、
号
宗
立
、
浪
花
人
（
大
系
図
）
、
連
歌
師
川
崎
屋
宗
斎
（
名
誉

人
）、
一
句
。

四
十
九
の
歳
に

と
し

懐
紙
な
ら
身
や
二
折
の
花
の
春

96

松
山
玖
也

〔
句
意
〕
懐
紙
で
言
う
な
ら
二
つ
折
の
よ
う
に
腰
の
曲
が
っ
た
私
に
も
、
新
し
い
花
の

春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
懐
紙

歌
会
・
連
歌
の
会
・
句
会
な
ど
で
作
品
を
記
す
和
紙
の
こ
と
。
半

分
に
折
っ
て
使
わ
れ
た
。
句
例
に
「
一
折
の
懐
紙
か
あ
ふ
ぎ
裏
表
」
（
崑
山
集
・
四
二

五
八
・
友
正
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
身
や
二
折
の

前
書
に
「
四
十
九
の
歳
に
」
と
記
し
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い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
紀
要

第
十
四
号

て
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
の
身
が
懐
紙
の
よ
う
に
二
つ
に
折
れ
る
、
つ
ま
り
腰
が
曲
が
っ

て
い
る
さ
ま
を
い
う
。
「
折
る
」
は
「
花
」
の
縁
語
。

〔
作
者
〕
松
山
玖
也
（
摂
津
・
大
阪
）

四
五
二
句
。

代
は
長
し
な
が
し
を
立
つ
る
花
の
春

・

は
る

97

廣
瀬
自
睡

〔
句
意
〕
あ
な
た
様
の
御
代
は
長
く
続
く
こ
と
で
す
。
「
長
し
」
で
は
な
い
が
、
夜
更

け
に
「
流
し
」
を
使
っ
て
正
月
用
の
花
を
生
け
る
と
、
花
の
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
代
は
長
し

あ
な
た
様
の
御
代
は
長
い
、
の
意
。
「
代
」
は
「
夜
」
を
掛

け
る
か
。
「
夜
は
長
し
」
の
歌
例
に
「
夜
は
長
し
誰
と
あ
か
さ
ん
山
鳩
の
尾
上
の
鹿
の

声
し
絶
え
な
ば
」
（
逍
遊
集
・
一
六
五
〇
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
な
が
し
を
立
つ
る

「
流
し
枝
」
を
立
て
る
、
の
意
か
。
「
流
し
枝
（
流
し
）
」
は
、
生
け
花
に
お
い
て
花

型
の
基
本
・
中
心
と
な
る
役
枝
の
一
つ
で
、
水
面
と
平
行
に
横
に
長
く
出
し
た
形
の
枝

を
い
う
。
横
に
し
て
用
い
る
「
流
し
」
を
「
立
つ
」
、
つ
ま
り
「
立
花
」
と
し
た
こ
と

が
眼
目
か
。

〔
作
者
〕
広
瀬
自
睡
（
尾
張
・
名
古
屋
）

七
句
。

世
ざ
か
り
や
花
な
き
里
も
花
の
春

98

吉
田
聞
也

〔
句
意
〕
盛
世
の
時
代
を
迎
え
た
こ
と
で
す
。
「
盛
り
」
と
は
言
う
も
の
の
ま
だ
花
の

咲
い
て
い
な
い
里
に
も
、
花
の
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
◇
世
ざ
か
り

盛
世
の
こ
と
。
栄
華
を
き
わ
め
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
時

期
。
句
例
に
「
世
ざ
か
り
や
上
し
た
じ
た
も
花
の
春
」
（
慶
安
元
年
〈
一
六
四
八
〉
歳

旦
発
句
集
・
四
七
七
・
立
圃
）
、
「
世
ざ
か
り
や
時
し
も
わ
か
ぬ
花
の
春
」
（
寛
文
十
二

年
〈
一
六
七
二
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
四
八
二
・
重
尚
）
な
ど
が
あ
る
。
「
盛
り
」
は
満

開
の
桜
を
連
想
さ
せ
る
言
葉
。
◇
花
な
き
里

ま
だ
花
の
咲
か
な
い
里
、
の
意
か
。
歌

例
に
「
霞
た
ち
こ
の
め
も
は
る
の
雪
ふ
れ
ば
花
な
き
里
も
花
ぞ
ち
り
け
る
」
（
古
今
集

・
春
歌
上
・
九
・
紀
貫
之
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
「
そ
ば
切
や
花
な
き
里
も
花
鰹
」

（
時
勢
粧
・
四
二
七
・
梶
山
保
友
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
吉
田
聞
也
（
陸
奥
・
岩
城
）

八
七
句
。

大
年
や
闇
に
こ
ゆ
れ
ど
花
の
春

ど
し

は
な

99

大
村
可
全

〔
句
意
〕
大
晦
日
が
来
て
暗
闇
の
中
に
年
を
越
え
た
け
れ
ど
も
、
は
っ
き
り
と
花
の
春

を
迎
え
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

〔
解
釈
〕
大
年

一
年
の
最
終
日
。
大
晦
日
。
句
例
に
「
大
年
や
後
見
に
立
つ
今
日
の

春
」
（
寛
文
六
年
〈
一
六
六
六
〉
歳
旦
発
句
集
・
一
〇
五
五
・
立
圃
）
、
「
大
年
は
名
残

の
裏
か
月
も
な
し
」
（
続
山
井
・
五
一
五
三
・
道
之
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
闇
に
こ
ゆ
れ

ど

暗
闇
の
中
、
年
越
し
を
し
た
け
れ
ど
、
の
意
。
歌
例
に
「
梅
の
花
に
ほ
ふ
春
べ
は

く
ら
ぶ
山
闇
に
こ
ゆ
れ
ど
し
る
く
ぞ
有
り
け
る
」
（
古
今
集
・
春
歌
上
・
三
九
・
紀
貫

之
）
が
あ
り
、
本
歌
と
見
な
せ
る
。
本
句
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
暗
闇
の
中
で
新
年
を

迎
え
た
け
れ
ど
、
梅
の
よ
う
に
匂
わ
な
く
て
も
、
は
っ
き
り
と
花
の
春
の
訪
れ
が
わ
か

っ
た
と
詠
む
。
こ
の
言
い
回
し
は
俳
諧
の
例
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

〔
備
考
〕
延
宝
六
（
一
六
七
三
）
年
の
『
歳
旦
発
句
集
』
（
一
五
六
二
）
に
同
一
句
が

載
る
。

〔
作
者
〕
大
村
可
全
（
山
城
・
京
）

季
吟
門
。
大
村
氏
、
通
称
彦
太
郎
、
白
木
屋

(

大
系
図)

彦
太
郎(

玉
海)

季
吟
門(

貞
徳
誹
諧
記)

八
句
。

掛
鯛
や
鼻
を
つ
が
へ
て
花
の
春

100

山
田
素
雲

〔
句
意
〕
掛
鯛
の
鼻
を
縄
で
結
び
合
わ
せ
た
飾
り
物
を
掛
け
、
花
の
春
を
迎
え
る
こ
と

で
す
。

〔
解
釈
〕
◇
掛
鯛

正
月
飾
り
の
ひ
と
つ
。
二
匹
の
塩
鯛
を
わ
ら
縄
で
つ
が
え
て
、
か

ま
ど
の
上
や
門
松
に
掛
け
た
も
の
。
句
例
に
「
か
け
鯛
も
口
で
い
ふ
な
り
祝
ひ
事
」

（
寛
文
元
年
〈
一
六
六
一
〉
歳
旦
発
句
集
・
八
五
七
・
和
年
）
、
「
頭
ふ
た
つ
ぞ
行
あ

た
り
け
る
／
掛
鯛
の
縄
を
も
強
く
し
め
ぬ
ら
し
（
宗
久
）
」
（
鷹
筑
波
・
二
七
五
二
／
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吉
田
健
一
・
松
本
麻
子
『
桜
川
』
注
釈
（
二
）

二
七
五
三
）
な
ど
が
あ
る
。
◇
鼻
を
つ
が
へ
て

二
匹
の
塩
鯛
の
鼻
を
縄
で
結
び
合
わ

せ
る
さ
ま
。
「
つ
が
ふ
」
の
歌
例
に
「
氷
ゐ
る
玉
も
の
床
や
寒
か
ら
し
つ
が
へ
る
鴛
の

羽
を
か
は
し
て
」
（
永
久
百
首
・
六
三
〇
・
貞
成
親
王
）
、
句
例
に
「
騳
と
い
ふ
字
な

り
や
つ
が
ふ
き
ほ
ひ
馬
」（
続
山
井
・
二
八
六
〇
・
慶
命
）
な
ど
が
あ
る
。

〔
作
者
〕
山
田
素
雲
（
山
城
・
京
）

季
吟
門
。
佐
治
氏
、
晩
年
に
吟
鳥
（
大
系

図
）、
一
句
。

※
（
よ
し
だ
・
け
ん
い
ち
／
い
わ
き
明
星
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
）

※
（
ま
つ
も
と
・
あ
さ
こ
／
日
本
文
学
）


